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第 4 回 大 會 次 第

第1 日I 4 月 28 日（火曜日）

受 付 開
・

始 午前7.00 於富山電氣ピル（富山市今木町）

見

大會参加會員には参加登録の上，参加衆，大會印刷物，博翌會入場券，食事券，見躯用汽車，電車乗車券等
を交付

學 午前8.20
1.廣貫堂 見熙 午前�-30-9.30

廣貫堂前集合（市電廣貰堂前下車）

2. 大日本人造肥料株式會社富山工場午前10.30-1 l.20

遍 常 縮 會 午後o.S0-1.30 於富山電氣ピル講堂
1.會 長 挨 拶．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．棚栢寅五郎氏
2. 祝

・

僻
3 議 事

昭和10年度舎務及事業報告承認の件，昭fn 10年度會計決算報告承認のf牛，昭和11年
度改選役員報告の 1牛

特別講演會 午後1.30-5.00 於富山電氣ビル講堂
1.獄洲に於けるアルミニウム工業最近の進歩に就て．．．．．．．．．満鐵中央試瞼所 工熙博士内 野 正夫氏

2. 短電波と短昔波．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．大阪帝國大睾理墜部 エ學博士 八木 秀次氏

3.富山縣の紹介．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．晶闊讐亨響賃噂馨魯塁閲又晨術開岱

4.将来戦と電氣化學．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．前陸軍技術本部長·陸軍大将 緒 方勝 ー氏

懇親晩餐會 自午後6.00 於富山ホテル

第2 日 4月29 日（水曜日）天長節

學術講演會 午前8.30ー午後2.40 於富山電氣ビル講堂
（詳細は次頁参照）

日満産業大博覧會見學 自午後2.40 自由行動

翡馨塁彗｝招待晩餐舎 自午後7.00 於字奈月温泉延封寺別館

第3 日 4月30 日（木曜日）

見 學
第1班A見學 午前8.53滑川浩

中越電氣工業株式會祀 午前9.00-11.00

伏木港工場地帯 見誤はランチにより矢部川を下り日本鋼管前浩
日本鋼管株式會社電氣製錬所
岩瀬港工場地帯 見熙はランチにより前111通川を下り岩瀕港浩

解 散 午後7.00頃
第1班B見學午前9.36哭莉浩

第 2 班見學

ヽ

呉羽紡績株式會甜呉羽工場午前10.00-11.30
伏木港工場地帯一日本毀管株式會龍電氣製鍍所一岩瀬港工場地帯（第1班Aと同様）

解 散 午後'i.00頃

日本電力株式會祀柳河原骰電所
‘宇奈月滞在中希望者は随意見狼出来ます（第1班A, Bも同稼）

伏木港工場地帯一日本鋼管株式會社電氣製鐵所一岩瀬港工場地帯（第1班と同様）
解 散 午後7.00頃

彗電氣 化 學 協 會



第4回＊會學術講演要旨 昭和11年4月29日（天長節）

於高山園氣ピJレ講堂 自8.30

{1)超昔波と化撃反應 遥信省箪氣試瞼所第五部 Fll 鶴禎 武氏(10 分）
遁伯省電氣試盈所に於ける化格官瞼用超昔波褻生装匹を岡面に依り設明し次に種，，，の油に超音波を作用せしめた

る結果につきて述べ特に魚袖に1紺して詳述する豫定

{2)紹縁物の定義に閲する二，三の考察 東京工業大弗建築材料研究所 清 水 定 吉氏(20分）
H.L. Curtis, S.W. 応chardson, L,Hartshorn 等の試みし結晶誘露臣の絶殺抵抗測定方法の映黙を指摘し誤差少

き一方法を提案す。次に絶縁閤，良忍唸，牛良忍閤を宜験的事項より総括的に考察し， ‘‘heteropolar" と ‘‘homoo­
polar" の結合の廿場よりカ ー バイド，ナイトライド， ハ イドライト．サルハアイド，オキサイド等を吟味 L 周期
率表と結び，絶殺物の具備すぺき性質を述ぺる。最後に理論的立場より Braunbeck の岩啜に就きての燿氣博忠と
温度のI紛係式を批判し，A.H. Wilson, R.H. Fowler の半良甜堕の祗子論的考察をかりて，絶殺物の定義に就いて
述べんと欲す。

{3)交流による電解機椙に閲する研究 大阪帝國大思エ躾部應｝IJ化限数室 石 野 俊 夫氏(:20 分）
交洗を月］ひて霞解を行ふ場合其の理論的研究ほ未だ皆I！！夜の状態である。奢者は此の方面の研究が理論的のみなら

ず宜際的にも有用なるべきを思ひ数年前より研究を稔絨中で今日は其の今までに得た結果の大要を報告するもので
ある。

1. 60 サイクル交流に依る臨界電流密度と金局酸化物生成熱との闘係及び電解曲線 2. 災種金蜀を園極とせ
る場合の臨界雷流密度及び雷解曲線 3. 合金を園極とせる場合の臨界‘心流密度と霊解曲線 4. 直流に
60サイクル交流を併用せる場合の軍解曲線 5.交洗周波敷の影響 以上5項目に亘つて其の結果の大

略を述べようと思ふ。
(4)氣泡の電氣泳動に就て 選信省露氣試瞼所第て部 駒 形 作 次氏(10分）

氣泡の雷氣泳動に到する特定装陪虚氣泳珈こ到する霊解質の浪度，其の種類，粒子の大きさ並に霊場の強さ等の
影密に闘する宜緻結果を述ぷ。

(5)重水の電解濃縮（績報） 理化誤研究所 野 口 孝 旗氏(10 分）
本協會雑誌第三巻第八琥（昨年八月披）に第 一報として高浪度取水の採取成紹と，稀籾誼水の雷解分離係敷と霊

流密度との闊係を報告して躍いた。今同ほ紐報として其後我研究室でff験し得た事柄を報告したいo•先づ稀測霞水
の比霞決定法を従来使用し来れる温度制御浮擦法の緩漫を避ける為め氣黙制御浮標法を採用するに至つたことo 次
に苛性ソーダ液浪度と霞水素分離係敷との闘係及び高氣黙と分離係敷との邸係に就き研究し得たる結果を報告する

(6) 電氣界面攪篇L （第10報） 木線維ベンゼン系の低温に於ける電磁波吸牧スペクトルに就て（績報）
京都帝國大學化誤研究所 志方盆三氏 上Ill枡男氏(15分）

繊維質粒子の電磁波吸牧に及す溢度の影響を見る為に「木粉 ー ベソゼン」系の低溢に於ける電磁波吸牧スペクト
ルに就ては既に本誌に登表せる虞にして今回は「木繊維と流勅パラフィン」系に就き＋30℃より ー 30℃に至る
範図に於て 6,000 ～以下の低域電磁波分敬及び吸牧を測定し溶媒の氷勁近くの活‘心恒敷並に吸牧朕態の異状性を測
定し吸荊水分形態に就き理論的設明を加へんとす。

至10.00

〈 7)朝鮮産明蓉石を原料とせるアルミニウムの腐蝕試験 自10.00
日本直氣工業株式令社大町T．場 閑 III 晋氏（15分）

朝鮮明券石より製せるアルミニウムは一般ボ ー キサイ 1、 より製せるそれに比し不純分中の鐵少く珪素ほ迎に多き
特性を付する。之は稀穂酸並に海水に到して腐蝕試験せるに俊秀な結果を示した。この理由探究の為不純物を故意
に加へての試瞼をした。又純度低き製品に立サする食料品腿係の有蔑駿の腐蝕度を試験したo 之等の結果を電氣化卑
的又冶金及金相挫的に椋討し更に将米の研究方針に言及するQ

(8) 硫酸溶液に於サるアルミニウムの湯極虐理 （直流定電流電解）
東京電氣株式合社研究所 高 橋 樟 彦氏 (10 分）

0.5~2.\" 硫醗溶液中でアルミニウムを陽極酸化して得らろる皮餃ほ一般に白色半透明で基礎金品の外観を保持し
てゐる。軍解酸化を行ふに常り溶液を冷却せぬと浴温が」：丼しアルミニウム並皮膜の没蝕溶解が激しく堅牢な厚い
皮腔が得難いo 浴灌の上外を防ぎ恒温 (20℃)露解した際の皮校の糾成を Al203 とし， ll．つ皮膜の見掛けの密度を
篠酸皮朕同様3として皮股の厚さを計箕し，1忙iil耀値と比較したるに大悛よく一致したo依つて雷解時間と生成趾又
は厚さとの闘係を伯激式にて表ほし，又アルミニウムの溶解行為に就ぎ考案を試みる。

(9)「アルミナ」の製造に就て 日滴アルミニウム株式會社 III 中宜氏 同 尾問一彦氏(15 分）
(10)燐醗蓉土鍍よリ燐及アルミナを採取する一新法に就て 早桁川大烈理 r．熙部應）tJ化咆科 秋山桂ー氏(20分）

燐酸練土鍍を親式にて虞理し燐酸及ァルミナを分離する方法は従来種々研究ぜられて居る。又乾式法に依り虞理
し燐及アルミナを分離する方法も 一二の提案がある o 然し夫等は何れも多少の困難があるが如く思惟される。本研
究に於ては燐酸徘．七縮に燐酸石灰鏑を配合し之を虚氣櫨中に於て遠元熔融し燐を分離すると同時に特殊なる鍛滓を
造り1ltの鏃滓をアルカリに依り視式臨理を行ひ純良なるアルミナを得た。其の概変を報告する。

•(11)硫酸アルミニウム精製法 東京「業大唱俎氣化族科 加藤典五郎氏 同 舟木好右衛門氏(10分）
従来含鐵不純硫酸アルミニウム結晶の精製ほ非常に困難親されて居つた。箪者は或種の状態にて硫酸アルミニウ
ムを結晶せしむる時は頗る純梓になし得る事を見出したo 其の研究結果に就て報告しやうと思ふ。

(12)墜基性炭酸マグネシウムの新製法に就て 東京工業大躾雷氣化躾料 加藤典li．郎氏 1司矢島亮一郎氏 (10分）
f 11.30 

(1 5) 
·· 

杉の鋸屑よリ Hem i cellulose の抽出法 日本海虚氣株式合nitii叩保 榮 男氏 自 11.30

本研究の I
―

l的は本邦和雌産の地杉の鋸屑より適営なる園解透折装骰によつて Hem icellulose を抽出するにあり。 (10 分）
先づ苛性西逹液中に鋸肘を入れァルカリとなし敷時間後に酸性となし適岱なる露解透折装骰により簡箪に Hemi・cellulose の抽出に成功なしたり。



(14)琥珀醸イミド誘導膳及ピタ ー ）しの電解的還元 大阪府女子専門埃校 櫻 井 武 平氏(15分）
メチル琥珀酸イミド或ほエチル琥珀酸イミドは硫酸酸性溶液に於て錯の陰極を用ひて還元を行ふときはその二つ

の＞coの中 一方が還元せられて＞CH2となるo若L亜錯アマルガム陰極を用ひ，一府高ぎ電洗密度の下に霞解
を行ふときは残飲の＞COも同様に遠元せらる。

ビロ ー ルは醐稜醗性液に於て鉛陰極を以て漆元をなすときはビロリソを生成すれど若し還元ニッケル又は白金黒
を電解液中に懸垂せしめて行ふときは之の接獨作用によりて還元はヒ゜ロリデインにまで進む。

(15)電解に依るメチ ー ルアミンの生成 富山莱限専門槃校 中 品 和 雄氏(10分）＇
酸アミドをハロゲソアルカリ水溶液に熔解し隔膜なしに屯解に附すると Hofmann 氏反應が起り，生成物を苛性

アルカリ性とすると第一級アミンが生成する。この場合の反應を主として，メチ ー ルアミン生成を例として述べる。
（鑑 1:l: 3 0 分） 至: 0.03 -

_ 

(16)乾電池用＝酸化マンガンに就て 京都帝國大躾工躾部 岡 田 辰 三氏自 0.03
乾紺池川二酸化マンガソの糾成を熱分解からの性虹より 3 種に悶別し，此種別と雷池電極としての性質との腿係マ了戸芥う

を第 1 報（會誌第 2 巻第 6 被）に報告した。又軍解質の国I 伯に封する二酸化マソガン電極の性質をば第 2 報とし
て報；tj•したっ本講浪にては二酸化マンガンと篠醗との反應に就いて反應速度を固甜度の愛化より測定を行ひし結果
と」：述種別との瀾係に論及したい。

(17) アルカリ 一 次電池の放電端子電堅に及（ます或種の有機化合物の影響
金町化咆研究所 立澤勇吉氏 帝國痰明協合研究所 北村寒吉氏 同 西村経太氏(10分）

布機弱甕基及び有機弱酸堕中より比較的大なる解離度を有するものを選びて「ラヽント＇」雷池の陽極活物質中に
混和し，斯かる霊池と是等有機物質を混和せざる電池とを封照放電せしめて，端子園黙をilllj定比較したり。

其結果陽極活物質中に或限度の「グラファイト」を含有せしめたる場合に是等有機物烈を混和せる露池が，放電
過程を通じて平均高‘心黙を維持L,且つ端子屯黙の変化を小ならしむる事を認めたり。

依つて「ゲラファイト」の含有砒を種々異にせる「ラ、ソド」電池に是等有機物質の一定趾を混和せるものと杏
とに就き放電試験を行ひて，是等有捜物質の存在に碁因する放電端子電座の愛化をり］かにせり。

(18)空氣電池の研究（第1報）陽極の製造法選1,―i省虚氣試瞼所第5部 牧野·竺郎氏 同 篠原Jピ男氏(15分）•
箸者等のl人は前報に於て（昭11. 1月）炭素材料に楢，裸，松，雖木の木炭と栴に活性炭混入の5種を月Jひて

糖蜜を結祐菊として AI, Ca, Hg, Zn の照化物を附活郵］として成型， 800'C にて燒成，更に前述の熙化物にて附活
して作つた空氣電池燿極の電氣的性質を測定した結果o木炭は楢，傑，雖木は何れも同じ程度の結果を示し，附活
卿こは蜆化アルミニウムが良好なる成組を示した。本報に於ては炭素材料に木炭の外，石炭， コ ー クス，レトルト
疇及び黒酬謡を月］ひて製造した叫極の雷氣的持性に就て報告するものである。

(19)膠状質電解液鉛蓄電池に就いて 東京市遥氣研究所 野 戸 二 郎氏(IO分）
鉛浴屯池の霊解液として珪酸曹逹と硫酸を主成分とせる所謂コロイド蓄霊池に就いて其の初充雷より試瞼する機

會を得たので主どして膠状収富液が放霰容祉に及ぼす影緊に隣して報告せんと思ふ。
(20)オシログラフによる鈴蓄電池内部抵抗の測定 鐵道大臣官房研究所 中村静雄氏 同 郷功氏(10分）

一般に鉛蓄心池の見懸の内部抵抗は指示計器を用ひて直流法により測定されるo此の指示計器の代りにオシログ
ラフを用ひ，閉路瞬時， 1/10 秒後及 1 秒後の内部抵抗を種々の大さの電洗にて求め，尚カト・ ミ補助屯極を用ふる
ことにより，内部抵抗を支配する因子に就て聯か考察を加へた。即ち鉛・岳紺池の内部抵抗ほ紺流に無I紺係なオ ー ム
抵抗，園流の沿加と共に減少する陰極側の轄移抵抗及電流の井｝加と共に均す陽極側の成極抵抗の3因子より成る。
閉路瞬時は主としてオ ー ム抵抗であり，閉路 1/10 秒以内に轄移抵抗により其の値は堺し尚其後時間と共に成極抵
抗が漸次加はる。而して指ぷ計器により測定せる内部抵抗はオシログラフによる閉路約1秒後の値に相等する。

(21)低温に於ける蓄電池の性能 東京帝國大卑エ埃部 組山直人氏 同 戸川嘉1E氏(20分）
常溢で 5 AH 程度の小さな錯蓄雷池を低溢で充放露した。或場合には 一 50° C まで椀したが多くは 一 40° Cま

で試験した。常温で充電したものを，種々異る低灌で放園した場合の，端子電黙，極板各箇の電位の愛化を敷箇の
放電率で掠し，低溢では容址の減小する有様，然し低温で露拭の出なかつた残存容祉は常温放霊で牧碍出来ること
などを知つた。低濫に於ける容祉減退の主囚は硫酸掘敬の蓮きにある。

充園の宜殿に於ては，常温で放電したものを低温で充露したり或は低溢で充放虚を行ふたo低温では早くより水
の泣，，名が伴ひ充園の放率は不良である。 ー 40° c などでは允分な充勾は出来ない。

至 1.50- • 
(22)製腹中加里堕の回牧に就て 東京工業大歴記氣化熙科 相 川 秀 雄氏自 1.55． 

本邦の加里咬源に闘しては既に敗洲大戦時代に盛に椀討されたo而して製堕工業の福ll査物として堕化加里を採牧 (10分）
する事が問題となつたo然るに其等の研究では硫酸根の存在が態化加里の採牧に妨害をなす事が認められた。著者
は舌汁中の硫酸恨を利用し肥料として孟要の多い硫酸加里を採牧せんとして研究したo而して其結果を述ぺんとす

(23)電氣頃導度測定による煎糖音理法（豫報） 明治製糖株式令社研究所 栢見忠氏 同 水野滋氏(10分）
煎糖の管理ほ股糖工場に於ける作業中，最も困雉なものである。講油者は表闊の方法に付き研究を行つてゐる。

此鹿には (I)挫備宜瞼の結果を述べ （2)本法を官施すぺきにあたり注窯すべき期を指摘する。
(24)二，三の過堕素酸穏爆薬に就て東京工業大限紺氣化梨科杉野喜一郎氏同小泉勝永氏同愛谷芙老氏 (15分）

石灰窄索より容品に誘忍さるq甕基にゲアニヂソ及びグアニルウレアがある。部者は石灰窒素利II]1Kの1 とLて，
I 之ヶ雑班）出の過應素酸磨を爆薬に利用せんとしたo I(liして右過盤索酸照に就き，其の工業的製法並に燦薬としての

性能の研究を行つた。又爆薬原料として知らるI.ウロトロビンに滸「lし，之の過班素酸痰に就き同様の研究をなし
た。之等の結果を綜合して報告する。

(25)電弧式電氣墟自慟電極濁整装置 芝浦製作所 黒河内 敏氏(10分）
直弧式屯氣櫨月l自働雷極澗賂装近は酸化期，精錬期の1硯別なく被熱物熔融の進行状態に従ひ，極めて闘滑にtE弧

電流の凋整を行ひ，線路の状態を改善し，雷力の兵荷率を高め，作業の能率を向上し，軍極の消耗を極減する。雷
極外降用屯勅賤の運悼を支配する上編祝器としては，紺弧電流により励磁せらる1.線輪と，逍弧屯Ilドにより囲磁せ
らるヽ線輪とを互ひに平衡せしめたるものを2個併川して，電流愛化の大さに酎應して粗調盤と呼閑雌をとを適揺に
選翔作慟せしめてゐる方式がある。雷流の禄定値附近に於ては，予知め時間の起れを見越して，外りすぎ，降りすぎ
に依る裔L調を防止する故，綜輪の一部を短絡して断紐迎轄を行はLめてゐる。 一 方は小型同期‘逍勁卿こ依り同時に
廻縛せらるパ切罷製闘板と品形車，他プjはトルクモ ー クーにより開閉せらる叶妾獨部とより成る1・ ルクモ ー ク ー 編
i似器を利JIjする方式に於ては雷流の整定｛直附近にては接隅部か品形車の歯に断緻的に接獨して‘［じ勁機を徐々に迩轄
して乱調を防止してゐる。イIIIれの方式に於ても粗調盤は電流賂忍直の士 15% 以上の焚化する場合で此の時電勅脱
は述絨的に運帖し迅速に‘i協氣塩運縛の安定を闘る。

閉 命 、 平 2.40
四 • 一
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